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会 議 記 録 

 

高松市附属機関等の会議の公開及び委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記

録を公表します。 

 

会議名 令和７年度 第３回 高松市美しいまちづくり・景観審議会 

開催日時 令和８年２月６日（金） １５時００分～１６時００分 

開催場所 
高松市常磐町一丁目３番１号 瓦町ＦＬＡＧ８階 

高松市市民活動センター 会議室 

議 題 
（１）高松市景観計画の改定（案）等について 

（２）その他 

公開の区分 ■ 公開   □ 一部公開   □非公開 

上記理由 － 

出席委員 
相本委員 岡委員 長町委員 松島委員 村上委員 片岡委員 

十河委員 西村委員 藤田委員 溝渕委員 古川委員 奥村委員  

傍聴者 ２名（定員 ５名） 

報道・随行者 ３名 

担当課及び連絡先 
担当課：都市計画課（景観係） 

連絡先：０８７－８３９－２４５５（課直通電話） 

 

会議経過及び会議結果 

 

（１）高松市景観計画の改定（案）等について 

（２）その他 

  各委員が感想、意見等を述べた。 

 

【主な質疑・意見等の会議経過】 

（１）高松市景観計画の改定（案）等について 

事務局より「高松市景観計画の改定（案）等について」説明。 

 

（松島会長）  サンポート高松と玉藻公園の景観を重点的に良くするため、制限を設けよう

とするもので、これまで議論を重ねてきたところです。また、夜間のライト

アップにより回遊性を高めるという話もあります。これらについてご意見があ

ればお願いします。 

（相本委員）  玉藻公園とサンポート高松周辺では、屋上広告物とデジタルサイネージはす

べて禁止と伺いました。このデジタルサイネージの禁止は、屋上を含め、すべ

てのデジタルサイネージが対象になるという理解でよいか。 

（事務局）   デジタルサイネージについては、屋上広告物・壁面広告物を問わず、禁止と

考えています。 
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（相本委員）  駅周辺ではデジタルサイネージ広告が増えている印象があります。資料 1 の

23 ページにある、撤去費用の補助制度は良い取り組みだと思います。事業者の

経済活動と景観との調和をどのように図るかが重要になってくると考えます。 

（岡委員）   景観計画の改定は、高松城周辺の景観向上を図る意図が伝わってきて、とて

も良いと思いました。 

（長町委員）  本編 17 ページの基本方針 6 の項目について、現状の内容で問題はないと思わ

れますが、安全・安心を考慮し、「真っ暗で危険な場所をきれいに照らしましょ

う」という趣旨がより分かる文章にした方がよい。 

（事務局）   まず安全・安心を重視し、暗い場所を照らして夜間景観を創出する、という

趣旨がより伝わる文章となるよう検討します。 

（村上委員）  サンポート高松から玉藻公園、さらに中央通りから栗林公園まで重点地域が

広がることで、街の賑わいや動線も拡大し、都市のイメージが向上すると思い

ます。 

（古川委員）  サンポート高松の景観重要公共施設の指定予定があるか。また、デジタルサ

イネージの適用除外はどのようなものが対象となるのか。さらに、19 ページに

ある景観形成の評価・効果検証はどのように進めるのか伺いたい。 

（事務局）   景観重要公共施設の指定予定はありません。デジタルサイネージの適用除外

は、公共団体が掲出するものを対象としたいと考えています。評価について

は、事業施策の中で景観に影響を及ぼす建築物等の件数を評価指標としてお

り、今後も継続的に検証していく予定です。 

（奥村委員）  デジタルサイネージについて、シンボルタワー壁面に 5 基ほど設置されてい

ます。社会実験などの広報は公共的な扱いで問題ないと思いますが、それ以外

の店舗等による広告は自家用広告になります。どこまで規制するか、十分検討

していただきたい。 

（事務局）   公的な内容以外は、基本的に規制していきたいと考えています。 

（藤田委員）  懸念されるのは、建物内から外に向けて設置されるデジタルサイネージをど

のように抑制するかです。また、防災上必要な場合には明るく見えやすくし、

平常時は輝度を抑えるなど、時間や状況に応じた制御ができないか。 

（事務局）   屋外広告物であれば規制可能ですが、建物内のものは屋外広告物条例では規

制できません。また、防災上のデジタルサイネージ活用については今後検討し

ていきます。 

（溝渕委員）  他の委員の皆さんが既に述べられていますので、特に追加の意見はありませ

ん。 

（西村委員）  景観計画の目標像について、今後を見据えると空港や T ゾーン内の一体的な

景観形成が必要だと思いますが、検討されていることはあるか。また、景観計

画策定後、市民意見を聞く場があると良いと思う。 

（事務局）   現在もサンポートエリアから高松空港までの幹線沿道を重点地域に指定して

います。今後はサンポート高松と玉藻公園周辺も含め、重点的に景観形成を図

りたいと考えています。市民意見については、まずパブリックコメントを実施

し、必要に応じて意見箱等での聴取を行います。 
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（十河委員）  素晴らしい計画だと思います。港周辺は県立アリーナの整備により変化が起

きていますので、新しい街づくりに留意いただきたい。また、周遊バスが運行

されているので、ルート沿道の景観形成も検討していただきたい。 

（事務局）   周遊バスの社会実験は、香川県と協力して実施しています。今後も周遊バス

運行と関連させながら、まちづくりを検討していきたいと考えています。 

（片岡委員）  広告事業者組合でも議論していますが、玉藻公園とアリーナ周辺の規制内容

は問題ありません。しかし、駅前の屋上広告禁止とデジタルサイネージ禁止

は、まちの活性化を考えると課題があると思います。特にデジタルサイネージ

は照度・輝度調整が可能なので、うまく活用してもらえたら良いと考える。 

 また、パブリックコメントを実施するなら、県外からの来訪者に向けて高松

駅前でのアンケートを検討してはどうか。 

 屋外広告物除却補助については有効だと思うが、デジタルサイネージは最近

設置されたものが多く高額であるため、除却までの猶予期間を十分確保してい

ただきたい。 

（事務局）   駅前の広告物については、経済活動を考慮しつつ、壁面広告などを上手に活

用していただきたいと考えています。 

 景観計画改定のパブリックコメントは実施しますが、県外からの来訪者に向

けての駅前でのアンケートは実施の予定はございません。除却の猶予期間につ

いては、ご意見を踏まえ検討します。 

（長町委員）  屋上広告物とデジタルサイネージは分けて考えた方がよいと思います。世界

的にも駅前の屋上広告物は減少傾向にありますが、全市的に禁止するわけでは

なく、重点地域における規制の「場所性」を確認する必要があります。また、

デジタルサイネージの規制内容は屋外広告物条例改正でも検討が必要です。 

 公共のデジタルサイネージについては、規制対象外であっても昼夜の輝度管

理が必要で、そのルールは景観計画または屋外広告物条例のいずれかに明記す

べきです。 

 防災関連の公共デジタルサイネージは、自動で輝度最大にできますが、丁寧

な運用をするなら手動制御が望ましい。しかしシステム上コストが高く、公共

で可能でも民間では難しいと思われます。 

（片岡委員）  民間では、自動制御は可能でも手動制御の運用は難しいと思われます。 

（長町委員）  デジタルサイネージの運用について、平常時・非常時それぞれの対応ルール

を検討すべきではないか。 

（事務局）   屋外広告物については、景観計画の改正と合わせて屋外広告物条例施行規則

の改正を検討しています。 

 また、デジタルサイネージ等の映像意匠の内容や輝度について細かな調整・

管理を行うことは難しいとの判断から、原則禁止をお願いしたいと考えていま

す。 

（松島会長）  これまでの議論内容に特に問題はないと思います。問題点については事務局

と会長に一任いただきたい。基本的には皆様のご意見を踏まえ「異議なし」と

します。本議案は了承されました。 
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（２）その他 

（松島会長）  次に、その他をお願いします。 

（事務局）   次回審議会の日程は 5月頃を予定しています。 

（松島会長）  以上で審議会を終了します。 

 

事務局：閉会。 

 

           以上 

 


